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でぃーわっと

いつ起きるかわからない
災害に対して、
平常時から

地域のつながりを大切にし、
京都ＤＷＡTと一緒に
災害に強い地域づくりを

進めましょう！

京都府・京都府災害時要配慮者避難支援センター
原子力災害や、大規模・広域災害発災時における要配慮者の避難・受入調整、他府県発災時の応援態勢等について、
医療・福祉・行政関係者により調整することを目的に平成25年に設立。
◆センター長：京都府健康福祉部長　 ◆構成団体：医療関係６団体、福祉関係15団体、行政関係９団体

[ 福祉関係団体15団体 ]

※京都府災害時要配慮者
　避難支援センター

社会福祉法人京都府社会福祉協議会、社会福祉法人京都市社会福祉協議会、一般社団法人京都府老人福祉施設協議会、
一般社団法人京都市老人福祉施設協議会、一般社団法人京都府介護老人保健施設協会、京都府ホームヘルパー連絡協議会、
公益社団法人京都府介護支援専門員会、一般社団法人京都社会福祉士会、一般社団法人京都府介護福祉士会、
京都府障害厚生施設協議会、京都知的障害者福祉施設協議会、京都市身体障害者福祉施設長協議会、
京都府児童福祉施設連絡協議会、京都児童養護施設長会、京都府社会福祉法人経営者協議会参照：首相官邸「災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～」 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

京都府災害派遣福祉チーム

避難に備えたチェックリスト



相談コーナーの設置

福祉的な相談だけでなく、様々な相談に応じて
避難者のみなさんの生活
を応援・支援。

他職種チームとの連携

保健師チームと合同での健康状態等の聞き取
りやJRATとリハビリ体操の実施など、医療保健
福祉チームが連携し、避難者の健康管理を実施。

避難所の環境改善

避難所内を巡回し補修場所の確認するととも
にあいさつや声かけ、避難者（子どもたちなど）
と一緒に衛生環境を作るなど、環境改善を通し
て顔の見える関係作り。

避難者全員が非日常生活を強いられて
いる＝「誰もが要配慮者になる可能性を
踏まえた」福祉専門職だからできるソーシャル
ワークによる問題解決に取り組んでいます。

・　京都ＤＷＡＴ養成研修・訓練への参加
・　「福祉避難サポートリーダー養成研修」への参画
・　地域の防災訓練や行事等への参加
・　災害に備える平常時の地域づくりへの協力 など

・　避難所環境の整備（段差をなくす、通路の確保など）
・　高齢者や障害者など配慮を要する方への聞き取り
　（必要に応じ福祉避難所へ繋ぐなど）
・　関係機関への受入、相談などのコーディネート
・　配慮を要する方からの相談対応及び応急的な介護等の支援
・　市町村、医療救護班、保健活動班などと
　　連携した要配慮者の支援　など

　私たち京都府災害派遣福祉チーム（京都ＤＷＡＴ「でぃーわっと」）は、災害時
に避難所に駆けつけ、誰もが安心して過ごせるよう福祉的な目線で現地の皆さ
んに寄り添った支援を行います。
　また、平常時には、地域の皆さんと連携して災害に強い地域づくりのための活
動などを行っています。

　チーム員は、地域の行事や防災訓練に参画し、京都DWATの
活動や、災害時の要配慮者支援についての周知・啓発活動を行っ
ています。

京都府災害派遣福祉チーム　京都ＤＷＡＴとは？
きょうと でぃーわっと

活動内容　～災害時だけでなく平常時から活動しています～

活動実績　～災害時に安心して過ごせるよう活動しています～

平常時の
活動

　京都府災害派遣福祉チームでは、平成28年熊本地震、平成30
年西日本豪雨に際し、チーム員を派遣し災害福祉支援活動を
行っております。

災害時
の活動

避難所関
係者の

声
・ 障害のある方々への対応に手が回っていなかったので助かった。
・ 相談コーナーは、避難者の皆さんの心の支えとなった。
・ 靴が散乱していたので玄関に靴箱を作ってくださり手押し車での出入りや物資搬入等が
　スムーズになり、また、子ども達と一緒に作ってくださったのも良かった。
・ 避難者の目線で声を掛けていただき安心につながった。

平常時

災害時

平成２８年熊本地震

平成28年５月１３日～３１日
５名×３班　計15名
益城町情報交流センター
（ミナテラス）

期 　 間
派 遣 人 数
派 遣 先

主な活動内容

▶
▶
▶

・ 避難者への生活改善支援
・ 避難所の生活環境改善支援
・ 生活相談
・ 関係機関、団体との連携確保
・ 継続的な支援体制の構築 など

平成３０年西日本豪雨

平成30年７月20日～８月13日
４名×６班　計24名
倉敷市立岡田小学校

期 　 間
派 遣 人 数
派 遣 先
主な活動内容

▶
▶
▶
・ 避難所の福祉的相談や支援　
・ 保健師やJRATチームと
  合同アセスメント　　　　
・ 環境整備

防災イベントへの参画

児童館での防災ワークショップ開催や様々な研
修講師など、大人から子供まで、広く災害につ
いて学んでいただく活動を実施しています。

施設と地域との連携

チーム員所属施設での防災の取組に自主防災
組織、消防団、近隣住民等が参加し、DWATの
紹介や地域と施設が連携して地域の防災力を
高める取組を実施しています。

防災訓練への参画

地域の防災訓練や市町村の実施する訓練へ参
画し、市町村や地域住民のみなさまと平時から
地域の防災力を高める活動を実施しています。

広報活動

様々なイベントでの周知活動に加え、テレビ・ラ
ジオへの出演の他、広報誌への寄稿を通して、
活動を周知しています。

避難所での活動

　私が災害支援に関心を持ったのは、2012年の京都府南
部豪雨の時です。被災地の映像を見て「何かできることは
ないのか」と強く思ったものの、何もできないまま約10年
が経ってしまいました。
　今回、京都DWATに参加する機会を得て、災害時要配慮
者は高齢・障害・児童のほか傷病者や外国人など多岐にわ
たること、福祉職が分野を超えて連携し学び合うことが大
きな力になること等、とても多くのことに気付きました。
　私たちが普段から関わっている高齢者や障害者、子ども

といった要配慮者と言われる人たちにとって、平時に優し
い地域は、災害時にも優しい地域です。本当に小さな、一人
ひとりにできる平時の積み重ねが、災害が起きた時には大
きな力になるのだろうと思います。福祉専門職による小さ
な積み重ねを集めて
いく活動、京都DWAT
の活動にぜひ参加して
みませんか。

～ 平時に優しい地域は、災害時にも優しい地域 ～

チーム員からのメッセージ
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広報活動

様々なイベントでの周知活動に加え、テレビ・ラ
ジオへの出演の他、広報誌への寄稿を通して、
活動を周知しています。

避難所での活動

　私が災害支援に関心を持ったのは、2012年の京都府南
部豪雨の時です。被災地の映像を見て「何かできることは
ないのか」と強く思ったものの、何もできないまま約10年
が経ってしまいました。
　今回、京都DWATに参加する機会を得て、災害時要配慮
者は高齢・障害・児童のほか傷病者や外国人など多岐にわ
たること、福祉職が分野を超えて連携し学び合うことが大
きな力になること等、とても多くのことに気付きました。
　私たちが普段から関わっている高齢者や障害者、子ども

といった要配慮者と言われる人たちにとって、平時に優し
い地域は、災害時にも優しい地域です。本当に小さな、一人
ひとりにできる平時の積み重ねが、災害が起きた時には大
きな力になるのだろうと思います。福祉専門職による小さ
な積み重ねを集めて
いく活動、京都DWAT
の活動にぜひ参加して
みませんか。

～ 平時に優しい地域は、災害時にも優しい地域 ～

チーム員からのメッセージ



京都ＤＷＡＴのあゆみと災害時の派遣の流れ

京都府災害派遣福祉チーム（京都ＤＷＡＴ） 京都ＤＷＡＴエリアチーム連絡先
事務局：京都府災害時要配慮者避難支援センター
＜京都府健康福祉部地域福祉推進課＞
ＴＥＬ：０７５-４１４-４６０５　
ＦＡＸ：０７５-４１４-４６１５
E-Mail：kyotodwat@pref.kyoto.lg.jp

＜京都府社会福祉協議会総務部福祉経営推進室＞
ＴＥＬ：０７５-２５２-６２９２
ＦＡＸ：０７５-２５２-６３１０

　京都府では、避難生活を送る上で想定される高齢者や障害者、乳幼児、妊産婦又は
外国人など災害時に支援を要する方（※） の体調や心身状況の悪化などを防ぐため、
平成26年度に福祉専門職で構成するチームを府内の地域ごとに12チーム編成し、
170名がチーム員として登録しています。（令和４年３月時点）

※災害対策基本法では、要配慮者といいます。

京都府災害時要配慮者避難支援センター（※）（以下、「センター」という。）

センターに参画する福祉関係団体から推薦を受けて登録した福祉専門職（社会福祉士、
介護福祉士、ケアマネジャー、相談員、看護師等）で構成。

地震等の大規模災害が発生し、被災自治体から派遣要請があった場合に避難所等に派遣。

被災自治体（府内：市町村、府外：都道府県）からの要請に基づき、派遣調整を行った後、
センターからチーム員に派遣調整・依頼し、現地へ派遣。

一般の避難所（現地の状況に応じて福祉避難所等でも支援）

事 務 局

チーム員

派遣基準

派遣の流れ

活動場所

……

……

……

……

……

発　行　京都府災害時要配慮者避難支援センター　　監　修　京都府災害派遣福祉チーム令和４年３月

ようはいりょしゃ

きょうと でぃーわっと



京都DWAT
Disaster   Welfare   Assistance  Team

でぃーわっと

いつ起きるかわからない
災害に対して、
平常時から

地域のつながりを大切にし、
京都ＤＷＡTと一緒に
災害に強い地域づくりを

進めましょう！

京都府・京都府災害時要配慮者避難支援センター
原子力災害や、大規模・広域災害発災時における要配慮者の避難・受入調整、他府県発災時の応援態勢等について、
医療・福祉・行政関係者により調整することを目的に平成25年に設立。
◆センター長：京都府健康福祉部長　 ◆構成団体：医療関係６団体、福祉関係15団体、行政関係９団体

[ 福祉関係団体15団体 ]

※京都府災害時要配慮者
　避難支援センター

社会福祉法人京都府社会福祉協議会、社会福祉法人京都市社会福祉協議会、一般社団法人京都府老人福祉施設協議会、
一般社団法人京都市老人福祉施設協議会、一般社団法人京都府介護老人保健施設協会、京都府ホームヘルパー連絡協議会、
公益社団法人京都府介護支援専門員会、一般社団法人京都社会福祉士会、一般社団法人京都府介護福祉士会、
京都府障害厚生施設協議会、京都知的障害者福祉施設協議会、京都市身体障害者福祉施設長協議会、
京都府児童福祉施設連絡協議会、京都児童養護施設長会、京都府社会福祉法人経営者協議会参照：首相官邸「災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～」 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

京都府災害派遣福祉チーム

避難に備えたチェックリスト


